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次年度も同様の開催を考えております。

動因の少なさ。広告費に多く助成金をいただけないので、広告宣伝が難しい。HPの製作・交通媒体等への
広告出向などを検討したい。

　  ④次年度以降における課題・展開

　　③今後の活用

　１．事業の概要

　　①目的・重点事項の達成状況

　　②事業により得られた成果

平成１９年度「専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン」成果報告書

中野区在住・在学の中学生・高校生・ニート・フリーターを対象にした職業啓発のイベント

　２．事業の評価に関する項目

当日の参加状況は来場者実数は１８０名。

学校法人　織田学園

織田デザイン専門学校

中野区専門学校フェア事 業 名

法 人 名
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（ （ ２ ） の み ）

担当者
連絡先

森田真司
ＴＥＬ03-3228-2111

アンケートによる感想のほか、後日に動員協力していただいた中学校教員も当日イベントの参加。御礼の挨
拶をしたところ、「生徒は大変勉強になった様子で、また来年以降も実施してもらいたい」という謝辞をいただ
いた。



　中野区専門学校協会では従来から区内の中学校に対して「総合的な学習の時間・上級学校訪問、体験学
習」に協力をしている。
　その繋がりと、中学校教員のから要望を受け、１日に１会場で随時に様々な職業や進路を知れるイベントと
して当事業を計画した。
　機会として中学生のみならず、高校生・フリーター・保護者向けに、ニート対策として講じられるように、さら
に、情報提供する専門学校各校がなるべく多く集まれる内容と日程を考案した。計画に際しては当協会が実
施委員会となっての合議制とし、その中の学校法人織田学園が代表幹事を務めた。８法人が参画し、１６の
職業ジャンルの紹介コーナーを開設。
　事業の告知に関しては、ポスターとチラシを作成し、区内及び近郊の中学校と高校へ配布。区立中学校で
は校長会と進路指導部会を通してホームルームで生徒全員にチラシを配布してもらうことを依頼した。高校
へは参画校が分担して高校訪問をし、動員を呼びかけた。
　これらの過程で、平成２０年３月８日、織田デザイン専門学校ほか学校法人織田学園校舎を会場にしてイ
ベントを実施した。

　  ②その他

区内各中学校教員と連絡を取り、校長会で告知していただくなど動因を図った。

　　①職業体験講座、講演会の実施

　３．事業の実施に関する項目
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